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総務文教委員会報告 ●委員長　西 信八郎　　●副委員長　宮原 将志
●委　員　宮﨑 保・犬童 利夫・本村 令斗・田中 哲

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　三倉 美千子　　●副委員長　塩見  寿子
●委　員　高瀬 堅一・井上 光浩・村上 恵一・仲村 勝治

経済建設委員会報告 ●委員長　平田 清吉　　●副委員長　福屋 法晴
●委　員　大塚 則男・豊永 貞夫・笹山 欣悟・永山 芳宏

人事院勧告に基づいた人吉市職員の給与に関する条
例の一部改正を承認
　人事院勧告では、配偶者に係る手当を他の扶養親
族と同額まで減額することが適当であるとされまし
た。また、国や自治体全体として少子化対策が推進
されていることに配慮し、市職員の配偶者に係る手
当額を減額し、子に係る扶養手当額の引き上げを行
うものです。

人吉市公民館条例及び人吉市コミュニティセンター
条例の一部改正を承認
　人吉市大塚公民館及び人吉市大塚コミュニティセ
ンターを、住民の方々の理解を得て、それぞれ人吉
市東間公民館大塚分館及び人吉市東間コミュニティ
センター大塚分館に位置づけるものです。

平成 28年度一般会計補正予算（第 10号）として（仮
称）旅カフェエントランスセンター整備事業費、学
校管理費の組み替えを承認
　日本遺産の指定を活かすため人吉球磨を一つの博
物館と見立て、その入り口として案内機能を果たす
（仮称）旅カフェエントランスセンターを整備するた
めの予算、5,180 万円を認めました。
　また学校管理費の組み替えは、昨年発生した西瀬
小学校プール水道水流失事故に対する西瀬小学校職
員からの納入金を充当したことによるものです。議
員からの指摘で今回補正がなされたものですが、こ

のことについては委員会において注意喚起を行い、
議場においても議長より執行部に対し、事務処理を
適正に行うよう申し入れがなされました。

一般会計当初予算の総務部関係に27億7,677万７千
円、教育部関係に10億7,805万１千円を計上
　主なものは、地域おこし協力隊関係予算、麓町本
庁舎閉庁式に伴うイベント会場設営等委託料、LED
型防犯灯設置工事費、熊本県電子入札共同利用シス
テム負担金、人吉下球磨消防組合負担金、人吉西小
と大畑小の屋外トイレ移転改築費、人吉東小の階段
手すり取り付けや西瀬小の家庭科室漏水防止、第二
中学校のゴミ焼却炉解体工事費などです。

平成29年度一般会計予算　165億8,277万４千円　可決　（前年度比：14億3,265万円の増）
　平成 29 年３月定例会は、２月 27 日から３月 28 日までの 30 日間の日程で開催しました。
　平成 29 年度一般会計の歳入は、市税については平成 28 年度当初予算と比較して、生産年齢人口の減少や
法人における景気回復の不透明さはあるものの、国の地方財政計画や平成 28 年度最終決算見込みを勘案し、
若干の増額が見込まれています。また、普通交付税も平成 28 年度の交付実績も考慮し、地方財政計画に示さ
れている減少率により交付総額が見込まれています。
　歳出は、平成 29 年度から新市庁舎建設事業が本格的に動き出すことに伴う事業費や、子ども医療費を中学
校卒業まで無料化とするための助成費、移住定住の促進を実現化していくための起業創業・中小企業支援セ
ンターの立ち上げ準備の経費などが計上されています。
　特別会計も次のとおり可決しました。

人吉球磨地域交通体系整備特別会計 ５万１千円 水 道 事 業 特 別 会 計 収益的収入 ５億4,407 万８千円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 50億 3,489 万２千円 支出 ５億  657 万１千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ４億9,396 万２千円 資本的収入 4,543 万８千円
介 護 保 険 特 別 会 計 42億 3,662 万７千円 支出 ３億2,625 万５千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 3,255 万円 公共下水道事業特別会計 収益的収入 11億 3,895 万３千円
国 民 宿 舎 特 別 会 計 338万円 支出 10億    9,286 万円
工 業 用 地 造 成 事 業 特 別 会 計 1,305 万５千円 資本的収入 １億3,320 万３千円

支出 ５億    7,898 万円

《人事案件》
○固定資産評価審査委員会委員に次の方々を選任同意しました。  佐無田  学  氏  ・  宮原  裕子  氏
　平成 28 年度一般会計補正予算は 4,092 万８千円減額の総額 165 億 259 万４千円となりました。この
補正は、国県の補助事業の決定に伴う事業費の確定や、国の補正予算に係る事業費などの補正による
ものです。

10 月から子ども医療費完全無料化へ
　平成 26 年７月診療分から助成対象を中学３年生ま
でに引き上げられた現行制度（小・中学生は一部自
己負担：１医療機関につき入院１日 2,000 円、通院
１日 500 円）ですが、今年の 10 月１日以降の診療分
からは、小学１年生以上の児童・生徒の皆さんも医
療費が完全無料化となります。
　今議会でも３名の議員が医療費無料化について一
般質問を行い、市民の方も関心が高い案件でしたが、
３月議会最終日に全会一致で制度改正のための条例
案が可決されました。
　委員会の審査では、主に財源の裏付けについて活
発に議論がありました。市担当部から、
＊クリーンプラザの償還が 29 年度に終わること。
＊クリーンプラザの大規模改修があったとしても負
　担の平準化に努めること。
＊今後の児童・生徒数は微減傾向にあること。
＊６歳までが受診率が高く、それ以降は低くなること。
＊無料化による医療費の伸びは、横ばい、もしくは
　減少傾向にある自治体が多いこと。
　こういった裏付けにより判断したとの説明、報告

がありました。
　自主財源の確保、扶助費の増大といった今後予想
される問題もあるため、将来を見据え他の施策に支
障を来さない健全財政に努めてほしいといった意見
を付して可決しました。

厚生委員会所管部局の当初予算を承認
市民部予算の主なもの
・熊本県後期高齢者医療広域連合負担金
 ５億5,944万1,000円
・人吉球磨広域行政組合負担金
　（し尿・ごみ処理・葬斎場） ８億2,482万円
　※前年度と比べ１億3,403万8,000円の減
健康福祉部予算の主なもの
・各種検診（健診）委託料 6,270万5,000円
・子ども医療費 １億1,773万8,000円
水道局予算の主なもの
・市内13カ所の配水管改良工事 １億2,900万円
・矢黒町汚水中継ポンプ場改築更新工事委託料                    
 7,300万円

人吉市景観計画等策定審議会条例案承認
　内容は、地方公共団体の執行機関の附属機関とし
て人吉市景観計画等策定審議会を設置するため、新
たに条例を制定するものです。
　審議会は、委員 15 人以内をもって組織され、景観
法に基づく本市の「景観計画」及び「景観条例」の
策定に関することが主な所掌事務です。本年度中に
審議会及びワーキンググループで内容が検討され、
パブリックコメントを実施し、来年度には景観条例
を施行、景観計画を策定・公表する予定です。

平成 28年度補正予算及び繰越事業 20件を承認
　農林水産業費の主なものは、栗選果選別機械の設
置労務作業員の確保ができなかったため事業を繰り
越す産地パワーアップ事業推進補助金 2,474 万５千
円の減額などです。
　土木費の主なものは、交付金の決定及び事業費の
確定などによる人吉・球磨スマートインターチェン
ジ整備に要する経費１億 1,311 万９千円の減額、社
会資本整備総合交付金事業（街路）5,462 万１千円の
減額などです。

平成 29年度経済部・建設部の当初予算を承認
　農林水産業費のうち、農業費は２億 8,115 万１千
円で、前年度と比較して 437 万２千円の減。主なも
のは、農業次世代人材投資事業、多面的機能支払交
付金事業などです。林業費は１億 915 万円で、前年

度と比較して 2,209 万９千円の増。主なものはスマー
ト林業展開事業、市有林整備事業などです。
　商工費は３億 4,150 万１千円で、前年度と比較し
て 1,362 万６千円の増。主なものは、起業創業・中
小企業支援センター事業、観光振興に伴う経費など
です。
　土木費は 23 億 2,306 万３千円で、前年度と比較し
て８億 554 万４千円の増。主なものは、住宅リフォー
ム促進事業、人吉・球磨スマートインターチェンジ
整備に要する経費、大規模修繕・更新事業（曙橋補
修事業）、社会資本整備総合交付金事業（道路改良・
橋梁・街路）などです。

　　　　　平成31年度の開通に向け整備が進む
　　　　　スマートインターチェンジ（東間下町） 県民体育祭に向けて整備された村山公園テニスコート

３ 月 定 例 会 報 告
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市 庁 舎 建 設 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　永山 芳宏　　●副委員長　高瀬 堅一
●委　員　塩見 寿子・犬童 利夫・西 信八郎・笹山 欣悟・村上 惠一・三倉 美千子・仲村 勝治

治 水・ 防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　福屋 法晴　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　宮原 将志・大塚 則男・平田 清吉・井上 光浩・豊永 貞夫・本村 令斗・田中 哲

新たな配置計画検討案を承認
　新庁舎建設予定敷地内の配置計画案については、
12 月定例議会委員長報告の中で、敷地内にある都市
下水路をそのまま残し、青少年ホームから総合福祉
センターまで通る市道 808 号線を付け替えるＡ案に
決定していましたが、市から、次のような説明と新
たな提案がありました。
●その後検討を重ねた結果、市道 808 号線を現存の
まま活用し、都市下水路を付け替えるという新たな
案（Ｃ案）が浮上し、新庁
舎と西間別館を含めた敷地
の一体的な活用、事業費の
抑制及び施工の効率性等の
面から、現行案（Ａ案）と
比較しても様々なメリット
があることが判明した。
●Ｃ案のメリットとして、
Ａ案と比較した場合、より
広く一団の敷地として活用
できる、事業費が抑制でき
る可能性が高い、施工の効
率性、水路付け替え財源の
有利性が挙げられる。財源
の有利性については、Ａ案
よりもＣ案のほうが３億
4,000 万円程度有利となる。
　という説明があり、新た
な提案として、Ａ案に近い
旧保健センター側に西向き

に建設する C-1 案と、市営住宅一本杉団地の対面で
南向きに建設するC-2 案が説明され、専門家の評価、
部長等で構成する行政経営会議において出された意
見等の説明を受け、市の最終案として C-1 案が提案
されました。
　委員からは、水路付け替えの件、都市下水路管理
の問題、工期の件、字界の件等について質疑があり、
慎重審議の結果、新たな配置計画案C-1 案について、
全員異議なく承認しました。　
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第９回治水・防災に関する特別委員会を開催
　平成29年２月28日午前10時から、第９回治水・防
災に関する特別委員会を開催いたしました。
　初めに平成28年11月に川内川流域における治水対
策について現地視察を行っておりましたので、球磨
川の治水対策として、今後どう反映できるか検証す
るためにも、整備が行われていました紅取橋下流域
の河道掘削・中神町大柿地区の引提予定箇所、また
長年の懸案事項でありました人吉橋左岸下流の現状
について、現地にて国土交通省八代河川国道事務所
の貫

ぬ き な

名所長から詳しく説明をいただきました。人吉
橋下流については、平成29年度から取り組んでいく
とのことでした。
　また人吉市市街地を含め、それぞれの地区におい

ても、安心・安全のために壊れない堤防強化や嵩上
げ、遊水地等の事業に、今後着手していかれるとの
ことでした。治水・防災に関する特別委員会とし
て、今後、地元に対し丁寧な事業説明会を行ってい
ただくよう要望し、閉会いたしました。

一
質般
問

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、

３
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日

間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
13
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
、
幅
広
く
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
各
議

員
が
報
告
し
ま
す
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

相
良
護
国
神
社
前
の
池
に

か
か
る
石
橋
は

中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て

防
災
行
政
情
報（
デ
タ
ポ
ン
）

に
つ
い
て

問

問

問問

問問

答

答答

答答

答

仲村　勝治

大塚　則男

宮﨑　　保

新たな配置計画案（Ｃ－１案）：西間下町永溝一帯
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一 一

質 質
般 般

問 問

　
　

以
前
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
、
本
市

の
無
縁
墓
１
，
９
１
３
基
の
改
葬
対

策
と
、
市
有
地
墓
地
空
き
区
画
の
新

規
使
用
公
募
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

35
年
ほ
ど
前
に
も
、
墓
地
問
題
調

査
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
が
、
無
縁

墓
改
葬
に
は
高
額
な
経
費
が
か
か
る

た
め
厳
し
い
状
況
。
ま
た
、
新
規
公

募
に
つ
い
て
は
、
墓
地
埋
葬
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
、
経
営
許
可
の

取
得
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
一
つ
一

つ
解
決
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
戦
没
者
追

悼
式
典
の
参
加
者
の
減
少
が
心
配
さ

れ
る
が
、
小
・
中
学
生
参
加
な
ど
今

後
の
式
典
開
催
の
考
え
は
。

　
　

遺
族
会
と
も
協
議
を
し
、
戦
没
者

の
孫
、
ひ
孫
な
ど
若
い
世
代
も
参
加

で
き
る
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

県
内
被
災
自
治
体
か
ら
の
、
平
成

29
年
度
の
職
員
派
遣
要
請
の
有
無
は
。

　
　

県
を
通
し
て
中
・
長
期
の
派
遣
要

請
が
あ
り
、
県
市
長
会
及
び
町
村
長

会
か
ら
も
協
力
依
頼
が
あ
っ
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
新
市
庁
舎
建
設
や

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

事
業
を
抱
え
て
お
り
、
要
請
の
技
術

系
職
員
や
事
務
系
職
員
の
中
・
長
期

に
わ
た
る
派
遣
は
困
難
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
や
学
校
給
食
費
で

ふ
え
た
事
業
費
は
、
市
債
を
ふ
や
す

こ
と
で
補
っ
て
い
る
の
で
は
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
料
化
に

要
す
る
経
費
は
、
平
成
29
年
度
以
降

３
年
間
の
中
期
財
政
計
画
に
見
込
ん

で
い
た
。
新
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
、
財
源
見
通
し
を
精
査
、
担
当

課
と
詳
細
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

総
合
的
に
判
断
し
て
予
算
計
上
し
た
。

　
　

旅
カ
フ
ェ
の
候
補
地
と
し
て
は
、

石
野
公
園
、
城
見
庭
園
、
国
民
宿
舎

の
３
候
補
地
を
選
定
し
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
国
民
宿
舎
に
旅
カ
フ
ェ
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

昨
年
11
月
か
ら
「
国
民
宿
舎
く
ま

が
わ
荘
に
お
け
る
観
光
施
設
利
用
等

検
討
会
議
」
を
設
置
し
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら

幅
広
く
施
設
の
利
活
用
も
含
め
、
複

合
的
施
設
も
視
野
に
、
継
続
し
て
検

討
を
行
う
こ
と
を
組
織
的
決
定
し
た

矢
先
に
、
こ
の
旅
カ
フ
ェ
の
問
題
が

浮
上
し
た
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
こ

の
３
候
補
地
に
絞
っ
て
検
討
を
進
め

る
が
、
国
民
宿
舎
へ
の
設
置
は
「
国

民
宿
舎
検
討
会
議
」の
中
で
検
討
し
、

他
の
候
補
地
と
の
比
較
の
中
で
、
最

終
的
な
旅
カ
フ
ェ
の
整
備
箇
所
を
早

急
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

中
核
工
業
用
地
の
ハ
ラ
ー
ル
関
連

企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

ハ
ラ
ー
ル
専
用
食
肉
セ
ン
タ
ー
を

含
む
食
肉
加
工
施
設
に
向
け
、
建
物

の
配
置
計
画
、
と
畜
場
の
ラ
イ
ン
、

空
調
設
備
、
浄
化
槽
設
備
や
附
帯
設

備
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　

地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
業
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

の
交
付
金
返
還
の
有
無
は
。

　
　

計
画
の
目
標
達
成
期
間
で
あ
る
平

成
32
年
３
月
31
日
ま
で
は
返
還
の
可

能
性
は
低
い
と
見
込
ん
で
い
る
。
計

画
の
趣
旨
と
は
異
な
る
業
種
に
売
却

す
る
場
合
は
返
還
の
可
能
性
も
想
定
。

　
　

曙
橋
補
修
期
間
中
の
、
通
行
車
両

の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　

基
本
片
側
通
行
と
し
、
大
型
車
の

う
回
路
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
関
係

期
間
と
今
後
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

国
は
援
助
を
必
要
と
す
る
時
期
に
、

速
や
か
に
支
給
せ
よ
と
通
知
し
て
い

る
。
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は

入
学
前
支
給
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

い
く
つ
か
の
自
治
体
の
事
例
も
あ

り
、
国
も
検
討
し
て
い
る
。
今
年
は

無
理
で
も
、
将
来
的
に
は
対
応
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　

議
会
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
、
市

政
に
関
心
を
持
つ
た
め
に
も
「
子
ど

も
議
会
」に
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
人
づ
く
り
は
欠
か

せ
な
い
。
大
変
意
義
深
い
こ
と
。
公

約
で
も
あ
り
、
実
現
に
向
け
て
準
備

し
た
い
。

　
　

災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
コ
ミ
セ
ン
や
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ

―
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

指
定
避
難
所
21
箇
所
の
う
ち
、
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
を
13
箇
所
設
置
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
法
定

外
繰
入
を
行
い
、
国
保
税
を
引
き
下

げ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
県
内
45

市
町
村
の
う
ち
、法
定
外
繰
入
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
い
く
つ
あ
る
か
。

　
　

23
市
町
村
。

　
　

人
吉
市
も
法
定
外
繰
入
を
行
い
、

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　
　

繰
り
入
れ
は
、
都
道
府
県
化
の
趣

旨
に
反
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

　
　

社
保
協
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
で

は
、
全
国
の
自
治
体
の
24
％
が
、
低

所
得
者
の
介
護
利
用
料
の
減
免
を

行
っ
て
い
る
。本
市
で
も
行
う
べ
き
。

　
　

次
期
計
画
に
向
け
、
総
合
的
に
検

討
し
た
い
。

　
　

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
に
否

定
的
な
国
交
省
の
説
明
の
お
か
し
さ

に
は
、き
ち
ん
と
も
の
を
言
う
べ
き
。

　
　

必
要
な
際
し
っ
か
り
発
言
し
た
い
。

　
　

本
市
に
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
考
え
は
。

　
　

雇
用
の
確
保
や
地
域
活
性
化
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、
Ｉ
Ｔ

系
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

　
　

国
民
宿
舎
く
ま
が
わ
荘
を
誘
致
施

設
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ど
の
程
度
利
用
す
る
の
か
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
く
る
が
、
規
模
的
に
複

数
の
オ
フ
ィ
ス
の
集
合
体
を
誘
致
で

き
る
非
常
に
興
味
深
い
提
案
で
あ

り
、今
後
の
検
討
の
一
助
に
し
た
い
。

　
　

石
野
公
園
の
道
の
駅
登
録
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

国
交
省
と
の
協
議
の
際
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
提
示
さ
れ
た
が
、
道
の

駅
化
は
地
域
活
性
化
に
有
効
な
施
策

で
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
、着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

防
災
対
応
に
つ
い
て
、
職
員
の
参

集
訓
練
を
実
施
す
る
考
え
は
。　
　

　
　

実
際
の
訓
練
を
す
る
こ
と
で
、
職

員
の
防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
、

改
善
点
な
ど
が
出
て
く
る
。
訓
練
の

方
法
な
ど
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
発

災
と
同
時
に
膨
大
な
応
急
業
務
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
係
機

関
と
の
連
携
、
協
力
体
制
を
強
化
し
、

災
害
に
強
い
本
市
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

旧
市
庁
舎
解
体
後
の
人
吉
城
跡
ふ

る
さ
と
歴
史
の
広
場
の
整
備
は
。　

　
　

旧
市
庁
舎
解
体
後
は
、
遺
構
の
残

存
状
況
の
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
史
跡
人
吉
城
跡
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
、
馬
場
南
側
全
体
の
排

水
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。　

※　

そ
の
他
、
都
市
計
画
道
路
下
林
願

成
寺
線
の
進
捗
状
況
な
ど
を
質
し
た
。

本
市
の
無
縁
墓
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
と

子
ど
も
医
療
費

国
民
宿
舎
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

ハ
ラ
ー
ル
関
連
企
業
誘
致
の

進
捗
状
況
は

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の

入
学
前
支
給
を

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
に
つ
い
て　

他

防
災
及
び
人
吉
城
跡

広
場
の
整
備
に
つ
い
て

国
保
税
・
介
護
利
用
料
の

引
き
下
げ
を

問問問 問

問問問問

問

問問問問

問問 問問問

問問

答答答 答

答答答答

答

答答答答

答答 答答答

答答

豊永　貞夫平田　清吉

笹山　欣悟福屋　法晴

宮原　将志塩見　寿子

犬童　利夫本村　令斗



(9) (8)

一

質
般

問

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
本
市
に
お
い

て
、
自
主
財
源
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
急
務
と
な
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

施
策
を
講
じ
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　

全
国
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、

自
主
財
源
の
確
保
は
課
題
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
諸
税
や
保
育
料
等
を
滞

納
な
く
確
保
す
る
こ
と
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
目
標
額
１
億
円
を
目
指
す
。

　
　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
あ
ら
ゆ
る
情

報
提
供
は
重
要
。
本
市
の
宣
伝
効
果

が
大
き
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
は
、
本
市

宣
伝
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。
市
民

一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※　

そ
の
他
、
市
長
の
施
政
方
針
へ
の

疑
問
・
問
題
の
提
起
、
医
療
費
・
給

食
費
の
無
料
化
の
完
全
実
施
、
活
性

化
事
業
の
推
進
、
中
で
も
観
光
の
積

極
的
推
進
に
つ
い
て
質
し
た
。

　
　
「
肥
薩
線
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
協
議

会
」の
今
後
に
つ
い
て
、え
び
の
市
長
、

湧
水
町
長
、
球
磨
村
長
と
の
協
議
を

行
っ
た
内
容
は
。

　
　

新
た
な
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
に

関
し
て
は
一
定
の
合
意
を
得
た
。
こ

れ
ま
で
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
成

果
物
を
生
か
し
つ
つ
、
肥
薩
線
と
沿

線
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
き
、沿
線
自
治
体
と
一
体
と
な
っ

た
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

大
畑
駅
舎
の
購
入
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
九
州
側
か
ら
何
ら
か
の
条
件
が
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

Ｊ
Ｒ
九
州
側
の
条
件
は
、
当
初

１
０
０
万
円
を
上
回
る
額
の
提
示

だ
っ
た
が
、
協
議
を
経
て
い
く
中
で
、

現
在
無
償
に
等
し
い
条
件
を
提
示
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
多
角
的
な
見
地

か
ら
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

市
議
会
で
は
、
議
会
の
活
動
や
市
政
の
方
向
性
が
わ
か
る
本
会
議
を
傍
聴
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
２
階
の
仮
議
場
に
約
30
席
の
傍
聴
席
を
設

け
て
い
ま
す
。
施
政
方
針
や
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
の
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
は
市
議
会
本
会
議
の
生
中
継
の
映
像
を
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

去年６月議会からカルチャーパレス２階に移転した議場（仮議場）

本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

自
主
財
源
確
保
等

大
畑
駅
舎
の
購
入
条
件
は

問

問問

問 答

答答

答

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

市議会では、市民の皆様に議会をより身近に感じて
いただくため、さまざまなご意見を募集しています。

お気軽にご意見をお寄せください。
人吉市議会事務局　☎　２２－２１１１　
　　　　　　　　　内線３３１２・３３１３

平成 29年３月定例会の議案等の議決結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議 第 １ 号 平成 28 年度人吉市一般会計補正予算（第９号） 原案可決
議 第 ２ 号 平成 28 年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議 第 ３ 号 平成 28 年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議 第 ４ 号 平成 28 年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議 第 ５ 号 平成 28 年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議 第 ６ 号 平成 28 年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議 第 ７ 号 平成 28 年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議 第 ８ 号 平成 28 年度人吉市国民宿舎特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 ９ 号 平成 28 年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議 第 10 号 平成 29 年度人吉市一般会計予算 原案可決
議 第 11 号 平成 29 年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決
議 第 12 号 平成 29 年度人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議 第 13 号 平成 29 年度人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議 第 14 号 平成 29 年度人吉市介護保険特別会計予算 原案可決
議 第 15 号 平成 29 年度人吉市介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議 第 16 号 平成 29 年度人吉市水道事業特別会計予算 原案可決
議 第 17 号 平成 29 年度人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議 第 18 号 平成 29 年度人吉市国民宿舎特別会計予算 原案可決
議 第 19 号 平成 29 年度人吉市工業用地造成事業特別会計予算 原案可決
議 第 20 号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 21 号 人吉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 22 号 人吉市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 23 号 人吉市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 24 号
人吉市個人情報の保護に関する条例及び人吉市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決

議 第 25 号 人吉市総合計画策定審議会条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 26 号 人吉市公民館条例及び人吉市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 27 号 人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 28 号 人吉市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 29 号 人吉市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 30 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 選任同意
議 第 31 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 選任同意
議 第 32 号 平成 28 年度人吉市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決
議 第 33 号 人吉市景観計画等策定審議会条例の制定について 原案可決
発 議 第 2 号 人吉市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

平成 29年３月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　　　　　　　　　　名 議決結果
総務文教委員会 人吉西小学校開校130～ 140周年記念事業に伴う急傾斜崖崩れ防止工事施工の陳情 撤　　回

高瀬　堅一

井上　光浩

議員別表決 「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。（○は賛成、●は反対）

議
案
番
号

議 員 氏 名

議 案

塩
見　

寿
子

宮
原　

将
志

高
瀬　

堅
一

大
塚　

則
男

宮
﨑　
　

保

平
田　

清
吉

犬
童　

利
夫

井
上　

光
浩

豊
永　

貞
夫

西　

信
八
郎

本
村　

令
斗

笹
山　

欣
悟

福
屋　

法
晴

村
上　

恵
一

永
山　

芳
宏

三
倉
美
千
子

仲
村　

勝
治

田
中　
　

哲

議 第
10 号

平成 29 年度
人吉市一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長職の
ため表決
には参加
しない

ご意見をお寄せくださいご意見をお寄せください



(10)

平成 28年度　議会報告会 及び 意見交換会を開催しました平成 28年度　議会報告会 及び 意見交換会を開催しました
開催日時：平成２９年２月４日（土）午後２時　　開催場所：人吉市総合福祉センター

人吉市議会では、市民の皆様に対し議会情報を提供する
ための一環として、全議員18名が日頃の議会活動の状況を
報告するため、今回７回目となる「人吉市議会報告会及び
意見交換会」を開催しました。ご参加いただきました皆様
には、お忙しい中、会場に足を運んでいただきありがとう
ございました。会場でいただいた貴重なご意見やご要望は、
市議会としまして、今後の議会活動の参考とさせていただ
きますので、今後ともよろしくお願いいたします。

【議会報編集委員会】　委員長／田中  哲　　副委員長／仲村  勝治
委　員／塩見  寿子・宮原  将志・平田  清吉・本村  令斗・福屋  法晴・三倉  美千子

○　

社
会
体
育
移
行
は
、
ス
ポ
ー
ツ

と
文
化
だ
け
で
な
く
球
磨
川
で
の

遊
び
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

○　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
交

通
手
段
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が

多
い
。
タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
な
ど

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○　

鳥
栖
に
あ
る
よ
う
な
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
を
誘
致
で
き
な
い
か
。
市

長
は
営
業
マ
ン
で
あ
る
べ
き
で
、

議
会
も
後
押
し
し
て
ほ
し
い
。

○　

新
市
庁
舎
は
人
吉
の
ま
ち
に
合

う
木
造
建
築
で
つ
く
っ
て
ほ
し

い
。
完
成
ま
で
の
情
報
公
開
、
地

元
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り

が
大
事
だ
。
市
民
参
加
に
よ
る
市

民
の
た
め
の
庁
舎
を
。

○　

新
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

耐
震
対
策
と
商
店
街
の
活
性
化
を

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

○　

防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
よ
く

聞
こ
え
な
い
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

各
家
庭
へ
の
有
線
放
送
な
ど
も
検

討
し
て
ほ
し
い
。

○　

農
業
者
は
高
齢
化
等
に
よ
り
後

継
ぎ
が
お
ら
ず
、
耕
作
放
棄
地
の

問
題
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も

多
い
。
中
間
管
理
機
構
の
権
限
や

預
け
た
土
地
は
ど
う
な
る
か
等
、

丁
寧
な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

○　

観
光
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
観

光
客
が
少
な
い
時
期
に
準
備
を
し

て
お
く
べ
き
。
店
や
観
光
施
設
な

ど
が
連
携
し
て
市
内
を
歩
か
せ
る

工
夫
を
。
民
間
ま
か
せ
で
な
く
、

議
会
で
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し

て
ほ
し
い
。

○　

球
磨
川
の
治
水
問
題
は
、
市
民

に
と
っ
て
生
命
と
財
産
を
守
る
上

で
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
。
議
会

も
市
民
の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け

と
め
て
ほ
し
い
。

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

○　

委
員
会
ご
と
に
並
ん
で
の
報
告

は
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

○　

資
料
は
今
年
度
事
業
に
つ
い
て

も
添
付
を
。
各
委
員
会
が
ど
の
よ

う
な
思
い
で
進
め
て
き
た
か
、
市

民
の
声
を
ど
の
部
分
で
取
り
入
れ

た
か
等
の
報
告
を
聞
き
た
い
。

○　

報
告
会
の
案
内
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
。
そ
の
際
に
市
民
に
内
容
な

ど
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

○　

委
員
会
別
の
開
催
も
よ
り
深
く

話
が
聞
け
る
の
で
い
い
と
思
う
。

編
集
後
記

初
夏
の
日
差
し
に
真
新
し

い
黄
色
い
帽
子
、
そ
れ
に
大

き
目
の
ラ
ン
ド
セ
ル
。
私
の

家
の
前
を
元
気
よ
く
登
校
す

る
新
一
年
生
の
姿
が
、
初
々

し
く
見
え
ま
す
。

私
た
ち
団
塊
の
世
代
に

と
っ
て
は
、
新
入
生
の
数
に

物
足
り
な
さ
も
感
じ
ま
す
が
、

初
夏
の
変
わ
ら
ぬ
風
景
で
も

あ
り
ま
す
。

昨
年
は
熊
本
地
震
で
被
災

地
は
も
と
よ
り
、
本
市
で
も

地
震
の
風
評
被
害
と
影
響
を

受
け
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

や
自
粛
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
非
日
常
的
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
れ
か
ら
一
年
、
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

等
の
災
害
に
、
私
た
ち
市
議

会
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
、
財
産
を
守
る
べ
く
、
対

応
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
校
す

る
姿
が
日
常
的
な
風
景
と
し

て
、
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す

よ
う
に
。

（
文
責
・
表
紙
写
真
提
供　
　

田
中　

哲
）

会場でいただいたご意見・ご要望（アンケート含む）

次の定例会は
　　６月の予定です




